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【公表日】平成24年11月1日(2012.11.1)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月8日(2013.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャノーラタンパク質製品を調製する方法であって、
　（a）場合により、(ai) キャノーラタンパク質ミセル塊の沈殿による上澄み液を、５０
ｇ／Ｌ以下の濃度まで部分的に濃縮するステップ、または、（aii）キャノーラタンパク
質ミセル塊の沈殿による上澄み液を、少なくとも５０ｇ／Ｌの濃度まで濃縮するステップ
と、
　下記ステップ（bI）又は（bII）と、
　（bI）
　　（bIi）任意選択のステップ（a）を行わないで、キャノーラタンパク質ミセル塊の沈
殿による上澄み液にカルシウム塩を添加して、５ｍＳ～３０ｍＳの導電率を得て、フィチ
ン酸カルシウム沈殿物を形成させるステップ、及び、（bIii）任意選択のステップ（a）
を行い、部分濃縮上澄み液または濃縮上澄み液にカルシウム塩を添加して、２ｍＳ～３０
ｍＳの導電率を得て、フィチン酸カルシウム沈殿物を形成させるステップ、のうち何れか
一つのステップと、
　　（bIiii）沈殿したフィチン酸カルシウムを得られた溶液から除去して、透明な溶液
を得るステップと、
　　（bIiv）場合により、前記透明な溶液のｐＨを２．０～４．０に調整して、ｐＨ調整
した透明な溶液を形成するステップと、
　　（bIv）任意選択のステップ（aii）を行わないで、または任意選択のステップ（ai）
を行い、任意選択のｐＨ調整した透明な溶液を少なくとも５０ｇ／Ｌの濃度まで濃縮して
、透明な濃縮キャノーラタンパク質溶液を生成するステップと、
　（bII）
　　（bIIi）初期量のカルシウム塩を、キャノーラタンパク質ミセル塊の沈殿による上澄
み液に添加して、１～３．５ｍＳの導電率であり、フィチン酸カルシウムの沈殿を起こす
には不十分な導電率を得るステップと、
　　（bIIii）得られた溶液のｐＨを、２．０～４．０に調整して、酸性化溶液を形成さ
せるステップと、
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　　（bIIiii）前記酸性化溶液を５０ｇ／Ｌ以下の濃度まで部分的に濃縮するステップと
、
　　（bIIiv）部分濃縮溶液にさらなる量のカルシウム塩を添加して、４ｍＳ～３０ｍＳ
の導電率を得て、沈殿物を形成させるステップと、
　　（bIIv）得られた溶液から前記沈殿物を除去して、透明なｐＨ調整した溶液を得るス
テップと、
　　（bIIvi）前記透明なｐＨ調整した溶液を、少なくとも５０ｇ／Ｌの濃度まで濃縮し
て、濃縮キャノーラタンパク質単離物を生成するステップと、
　（c）透明な濃縮キャノーラタンパク質溶液を、場合により透析濾過するステップと、
　（d）場合により、任意選択の透析濾過をした透明な濃縮キャノーラタンパク質溶液に
対して着色除去ステップを行うステップと、
　（e）任意選択で脱色し、任意選択で透析濾過した透明な濃縮タンパク質溶液を乾燥さ
せるステップと、
　を含み、
　前記濃縮および／または任意選択の透析濾過ステップは、乾燥キャノーラタンパク質製
品が乾燥重量基準で６０ｗｔ％～９０ｗｔ％未満（Ｎ×６．２５）のタンパク質を含有す
るように行われることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記任意選択のステップ（aii）、（bIv）または（bIIvi）において、得られた溶液の
濃度は、５０～５００ｇ／Ｌであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記濃度は、１００～２５０ｇ／Ｌであることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ステップ（bIi）において、カルシウム塩は塩化カルシウムであり、カルシウム塩
は上澄み液に添加されて８～１０ｍＳの導電率をもたらし、または、
　前記ステップ（bIii）において、カルシウム塩は塩化カルシウムであり、カルシウム塩
は部分濃縮上澄み液もしくは濃縮上澄み液に添加されて４～１０ｍＳの導電率をもたらす
ことを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ステップ（bIIi）において、カルシウム塩は塩化カルシウムであり、カルシウム塩
は上澄み液に添加されて１～２ｍＳの導電率をもたらし、および、
　前記ステップ（bIIiv）において、カルシウム塩は塩化カルシウムであり、カルシウム
塩は部分濃縮溶液に添加されて４～１０ｍＳの導電率をもたらすことを特徴とする請求項
１～３の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ステップ（bIiv）および（bIIii）において、２．９～３．２のｐＨにｐＨ調整が
行われることを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　キャノーラタンパク質製品を調製する方法であって、
　（a）場合により、(ai) キャノーラタンパク質ミセル塊の沈殿による上澄み液を、５０
ｇ／Ｌ以下の濃度まで部分的に濃縮するステップ、または、（aii）キャノーラタンパク
質ミセル塊の沈殿による上澄み液を、少なくとも５０ｇ／Ｌの濃度まで濃縮するステップ
と、
　下記ステップ（bi）又は（bii）と、
　（bi）任意選択のステップ（a）を行わないで、キャノーラタンパク質ミセル塊の沈殿
による上澄み液にカルシウム塩を添加して、５ｍＳ～３０ｍＳの導電率を得て、上澄み液
からフィチン酸カルシウムを沈殿させるステップ、
　（bii）任意選択のステップ（ａ）を行い、部分濃縮上澄み液または濃縮上澄み液にカ
ルシウム塩を添加して、２ｍＳ～３０ｍＳの導電率を得て、フィチン酸カルシウムを沈殿
させるステップと、
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　（c）前記フィチン酸カルシウム沈殿物を除去することなく、得られた溶液のｐＨを、
２．０～４．０に調整して、前記沈殿物を溶解し、透明なｐＨ調整した溶液を形成させる
ステップと、
　下記ステップ（di）又は（dii）と、
　（di）任意選択のステップ（aii）を行わず、任意選択のステップ（ai）を行い、ｐＨ
調整した透明な溶液を少なくとも５０ｇ／Ｌのタンパク質濃度まで濃縮して、透明な濃縮
キャノーラタンパク質溶液を生成するステップ、
　（dii）任意選択のステップ（a）を行わないで、ｐＨ調整した透明な溶液を少なくとも
５０ｇ／Ｌのタンパク質濃度まで濃縮して、透明な濃縮キャノーラタンパク質溶液を生成
するステップと、
　（e）透明な濃縮キャノーラタンパク質溶液を、場合により透析濾過するステップと、
　（f）場合により、任意選択の透析濾過をした透明な濃縮キャノーラタンパク質溶液に
対して着色除去ステップを行うステップと、
　（g）任意選択で脱色し、任意選択で透析濾過した透明な濃縮キャノーラタンパク質溶
液を乾燥させるステップと、
　を含み、
　前記濃縮および／または任意選択の透析濾過ステップは、乾燥キャノーラタンパク質製
品が乾燥重量基準で６０ｗｔ％～９０ｗｔ％未満（Ｎ×６．２５）のタンパク質を含有す
るように行われることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記任意選択のステップ（aii）、（di）または（dii）において、得られた溶液の濃度
は、５０～５００ｇ／Ｌであることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記濃度は、１００～２５０ｇ／Ｌであることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ステップ（bi）において、カルシウム塩は塩化カルシウムであり、カルシウム塩は
８～１０ｍＳの導電率をもたらすように上澄み液に添加され、または、
　前記ステップ（bii）において、カルシウム塩は塩化カルシウムであり、カルシウム塩
は４～１０ｍＳの導電率をもたらすように部分濃縮上澄み液もしくは上澄み液に添加され
ることを特徴とする請求項７～９の何れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ステップ（c）において、２．９～３．２のｐＨとなるようにｐＨ調整が行われる
ことを特徴とする請求項７～１０の何れか１項に記載の方法。
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